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【在籍メンバー】 ９名 

リーダー 迫田 竣乃介 （２年生） 

サブリーダー 中野 朱梨 （２年生） 

２年生 平田 美月 近藤 幸那 
 小野寺 俊太 髙橋 笑美花 
１年生 藤原 響 安田 伊織 
 山口 洸樹  

  

【例会】全７回 
 

【自主事業】４事業 
チャリティーバザー（２日間） 

クリスマス会 

写真展「つべつレンズ～一生のおもいで～」 

児童館のお手伝い 

 

【社会教育事業】３事業 
アソビバ！つべつ「歴史探検」 

アソビバ！つべつ「考古学教室」 

アソビバ！つべつ「もちつき大会」 

 

【外部研修会】１件 
美幌町教育委員会主催 

「高校生のためのリーダー養成講習会 だれとでも仲良くなれるコミュニケ

ーション講座」 
講師：中岡千香子さん（EMAメンタルトレーナー） 

１１月２７日（土）９：００～１２：００ 美幌町民会館 

参加者：中野朱梨 
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高校生ボランティアサークルひまわり                     

 津別町内及び津別高校生を対象とした、学校の活動にとらわれない校外活動の場で、自分たちの

「やりたい」ことを実現していく自主的なサークル。自主事業の企画運営、社会教育事業における

団体活動のリーダーとしての役割、外部のリーダー研修など、様々な活動や人とのふれあいを通し

て、学びを深め、経験し、自らの心や視野を広げると共に自己形成の構築を図ることを目的とする。 

 

 

【活動報告】 

１．定例会 ４月～２月（通年） 中央公民館 

●第１回定例会（４月１２日）・・・５名出席（迫田、平田、中野、髙橋、小野寺） 

       ・年間活動計画について 

        一年間のスケジュールを確認しました。新型コロナウイルスで活動に制限はあるが、

「できることをやってみよう」と思いを確かめました。 

       ・やってみたいことアイデアだし 

        「高齢者との交流」「津別町マップづくり」をやってみたいと声があがりました。 

       ・新メンバーの加入について 

        ２年生の近藤幸那さんと１年生の藤原響くんが新メンバーとして加入しました。次回

の例会から参加します。 

       ・その他 

        髙橋笑美花さんが転校することとなりました。津別に来た時にはまた参加したいとの

ことだったので、メンバーとして在籍を継続することとなりました。 

●第２回定例会（７月５日）・・・６名出席（迫田、平田、中野、小野寺、近藤、藤原） 

       ・緊急事態宣言となり、６月の例会ができませんでした。 

       ・新メンバー自己紹介 

        藤原響くん：いろんな人と触れ合いたい。 

        近藤幸那さん：子どもと遊んだり、高齢者と接したり、地域の人と交流したい。 

・津別のみどころマップ（仮）について 

 歩くルートを決めたり、見どころのポイントについて話し合いました。街中ルートと

自然を楽しめるルートを考え、３つのルートを決めました。７月に実際に決めたルー

トを歩いて写真をとることになりました。 

       ・行事予定について 

        アソビバ！つべつ「歴史探検」にサポートとしてお手伝いすることになりました。 

また、ふるさとまつりで開催しているチャリティーバザーはお祭りが中止になったた

め、単独で開催することとなりました。         
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◆マップづくり踏査（７月２５日）・・・４名出席（迫田、平田、中野、近藤） 

・マップづくりのため、実際にルートを歩き、みどころを確認しました。 

 

 

 

 

 

 

 

●第３回定例会（８月２３日）・・・４名出席（平田、小野寺、近藤、藤原） 

       ・アソビバ！つべつ「歴史探検」「考古学教室」の感想 

        自分の知らない農機具などの話が聞けて、自分たちも学べた。しかし、低学年には難

しい内容に感じた。子どもたちに馴染めるか不安だったが、反応してくれて安心した。

子どもたちが可愛かった。などの感想がありました。 

       ・津別見どころマップ（仮）について 

        歩いたルートの振り返りをしました。 

        遊べる場所、休憩所、見てほしい・歩く際に印になる風景の写真を添えた方がよい。

写真の撮り方を工夫しないと、わかりにくい。など反省の声がありました。 

●第４回定例会（９月３０日）・・・６名出席（迫田、平田、中野、小野寺、近藤、藤原） 

       ・マップづくりについて 

        実際に歩いた写真を使って地図の作成を試みたが、かなり難しかったため、マップづ

くりは断念し、別な企画にすることとなった。 

        町民参加型の写真展を開催することに決めた。景色、人物、食べ物などテーマを変え

て年に数回開催することにしました。集めた写真を使って写真集にしたらよいのでは、

撮影媒体はスマホの写真も可能にしたら若い人も参加しやすいなど活発な意見が飛

び交いました。 

        １回目は「津別町の自然」。一人一枚、画素数は指定せず写真データを募集し、事務局

でＡ４に印刷して展示する。ひまわりのメンバーも参加することで決定しました。 

       ・チャリティーバザーについて 

        １月１５日（土）・１６日（日）に中央公民館ロビーで開催することに決まりました。

バザーの日に合わせて写真展も開催することにし、チラシを中野さんが作成すること

になりました。 

       ・クリスマス会について 

        １２月１９日（日）に開催することに決めました。前日の１８日に買い物や準備をし、

次回の例会までに各自で内容を考えることにしました。 

●第５回定例会（１０月２５日）・・・８名出席（迫田、平田、中野、小野寺、近藤、藤原、山口、安田） 

       ・新メンバー自己紹介 ★１年生２名が新たに加入してくれました。 

        安田伊織くん：町民との触れ合いを大切にして楽しみたい。 

        山口洸樹くん：子どもたちが楽しめる企画をしたい、盛り上げたい。 
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・チャリティーバザーについて 

        中野さんが作ってくれたチラシをみんなで確認しました。また、写真展の名前も「つ

べつレンズ～一生のおもいで～」に決定しました。 

       ・クリスマス会について 

        １時間３０分で、工作はクリスマスオーナメント（ラッキースター、ツリー）とクッ

キーデコレーション。レクは陣取りゲームをすることに決めました。また、ピニャー

タも作ることにしました。 

●第６回定例会（１１月１５日）・・・８名出席（迫田、平田、中野、小野寺、近藤、藤原、山口、安田） 

       ・チャリティーバザーについて 

        １月にポスターの掲示依頼で町内を回ることにしました。着ぐるみのまる太くんに迫

田リーダーと１年生が交代で入ることになりました。 

       ・つべつレンズ～一生のおもいで～写真展について 

        中野さんが作ってくれたチラシをみんなで確認しました。 

・クリスマス会について 

 １年生はチラシづくり、２年生は当日の役割分担をし、全員で用意する物品や当日の

流れも決めました。 

       ・その他 

        １回目のピニャータづくりをしました。以降は、平日の放課後に集まれる人で分散し

て作業することになりました。 

        美幌町で開催するコミュニケーション研修に中野さんが出席することになりました。 

        アソビバ！つべつ「もちつき大会」のお手伝いをすることになりました。 

●第７回定例会（１月７日）・・・７名出席（迫田、平田、中野、小野寺、近藤、藤原、安田） 

       ・チャリティーバザー最終確認 

        当日の役割、流れなど最終確認をしました。 

       ・つべつレンズ～一生のおもいで～最終確認 

        バザーの時は紹介しやすいように１Ｆで展示することにしました。 

       ・クリスマス会の反省・感想 

        自分の人見知りが発揮され、自己紹介でシーンとなってしまった。コミュニケーショ

ン力をあげたい。工作は難しかった。ピニャータは大成功だった。自分も楽しかった。

などの感想があがりました。 

       ・その他 

        １月１１日に児童館で百人一首大会が行われるため、近藤さんと中野さんがお手伝い

に行くことになりました。 
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２．自主事業・社会教育事業 

①『アソビバ！つべつ 歴史探検』 

７月１０日（土） １３：３０～１５：３０ 郷土資料室 

 出席メンバー：中野、小野寺、藤原  

 参加者：小学生３名 

津別町本岐にある郷土資料室で、津別の歴史を学ぶアソビバ！つべつの事業をお手伝いしました。講

師として藤原熊男さん（９６歳）に当時のお話と農機具の名前や使い方などを教えていただきました。

参加した小学生は、まだ学校で勉強する前の学年だったので難しい内容でしたが、高校生が間に入って

サポートしていました。 

高校生自身も郷土資料室は初めて。この道具は何の道具で何に使われていたのか小学生と一緒に想像

し、考え、津別の歴史を学びました。 

 

 

 

 

 

 

 

②『アソビバ！つべつ 考古学教室』 

８月２１日（土） ８：３０～１２：００ 中央公民館 

 出席メンバー：小野寺、近藤  

 参加者：小学生１５名、中学生１名 

北海道立埋蔵文化財センターから講師を招き、北海道の遺跡について学ぶ、アソビバ！つべつの事業

をお手伝いしました。小学生と一緒に北海道と津別町の遺跡クイズをしたり、本物の土器に触れさせて

もらったり、勾玉を作ったりしました。 

勾玉づくりは低学年には難しかったですが、高校生が手伝ってあげて完成。完成した勾玉に嬉しそう

に大切に持ち帰っていました。頼りになる高校生の姿が見られました。 

 

 

 

 

 

 

 

③『クリスマス会』 

１２月１９日（日） １４：００～１６：００ 中央公民館 

 出席メンバー：迫田、中野、平田、小野寺、藤原、安田、山口 

 参加者：小学生２１名 

小学生との交流を目的に高校生自ら企画運営するクリスマス会を開催しました。募集開始初日の午

前中に定員に達するほどの大人気の企画。期待に応えられるようにがんばって準備しました。まずは
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みんなで楽しめるレク、陣取りゲームで緊張していた子どもたちが一気にテンションMAXに。大い

に盛り上がりました。そして、メインであるクリスマスオーナメントづくりでは、参加者が細かい作

業に苦戦し、高校生も教えることでいっぱいいっぱいに。それでもコミュニケーションを図りながら

楽しそうに制作をしていました。なんとか全員が完成し、最後はピニャータで締めくくり。飴やチョ

コの入ったくす玉を叩いて割るゲーム。参加者はここぞとばかりに叩き、大興奮。中から飛び出した

お菓子を両手いっぱいに拾い、参加してくれたお礼にお菓子の詰め合わせをプレゼントして閉会しま

した。 

高校生自身も自分たちで準備をした大変さはありましたが、作り上げた事業に達成感とやりがいを

感じることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

事前準備：１１月１５日～ 平日放課後 ピニャータづくりとオーナメント見本づくり 

     １２月１８日（土）１０：００～ 買い物と工作準備 

 

④『もちつき大会』（アソビバ！つべつ・児童館・青年活動プロジェクト and合同） 

１月８日（土） ９３００～１２：１５ 町民会館 

 出席メンバー：近藤  

 参加者：小学生１８名、and８名 

アソビバ！つべつ、高校生ボランティアサークルひまわり、青年活動プロジェクト and の３団体合

同で日本の伝統文化であるもちつきを行いました。 

２つの臼で交代しながら「よいしょ♪」の合いの手に合わせて２０ｋｇのもちをつきました。andの

女性陣たちと丸め方を教えてあげながら子どもたちと一緒にもちの形成をし、お持ち帰りと雑煮で食べ

るもちに分けてみんなで作りました。合間では、子どもたちとおしゃべりも楽しみました。 

お昼はつきたてのお餅を入れた雑煮とおしるこをみんなで食べました。子どもたちはおいしいと何度

もおかわりをして、作った雑煮もおしるこもすべて完食。日本の食の伝統文化を体験したり、伝えるよ

い事業となりました。また、小学生・高校生・青年団体と世代間の交流も深めることができました。 
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⑤『チャリティーバザー』（２日間） 

１月１５日（土） １２：３０～１６：００ 中央公民館 

 １月１６日（日）  ９：００～１２：００ 中央公民館 

 出席メンバー：迫田、中野、平田、小野寺、近藤、藤原、安田、山口  

 来場者：５３名（町内５２名、町外１名） 

新型コロナウイルス感染症により今年度もふるさとまつりが中止となりましたが、昨年度に引き続

き、ひまわりだけで独自開催しました。町民のみなさんに呼びかけ、不用となった新中古の品の提供

をいただき、バリエーション豊かな品が集まりました。 

冬の開催にも関わらず、多くの方に来場していただきました。自分たちで品物や値段がわかるよう

に工夫して展示し、店番や接客応対も自分たちで積極的に行いました。合わせて募金活動も行い、本

当に多くの町民の方に支援していただきました。 

事業を通して、いろんな人と接し、働くことなど、社会性を学び、応援してくれている人の温かさ

を感じ、たくさんのことを経験することができました。高校生の主体性や自主性も感じられ、昨年よ

りも工夫するメンバーの成長もみられ、自信と活動への活力につながりました。 

※収益金５４，４２６円（バザー４１，４４０円、募金１２，９８６円） 

自分たちの自主事業活動資金とユニセフ募金に充てさせていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

⑥『写真展つべつレンズ～一生のおもいで～』 

１月１５日（土）～２月１３日（日） 中央公民館 

 作品提出者：２１名  観覧者：３４名（観覧者名簿より） 

新企画「私のおもいで×ひまわり=まちの宝」、町民参加型で津別の魅力を伝え、残す写真展を実施

しました。テーマは「つべつの自然」。２１作品が集まり、チャリティーバザーに合わせて展示しまし

た。日常の何気ない風景から瞬間の写真まで、それぞれの視点で撮影された津別のひとコマは、一つ

一つにいろんなストーリや思い出があり、どれも輝いていました。 

中央公民館に訪れた多くの方が立ち止まって見ていて、改めて津別のステキな自然を感じてもらう

ことができました。もっとたくさんの方に津別のステキな思い出がお届けできるよう、引き続き企画

します。この企画の最後には、すべての写真をアルバムにして、津別町の宝物として残していく予定

です。 
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⑦『児童館のお手伝い』 

１月２４日（月） １６：００～１８：３０ 児童館 

 出席メンバー：平田、小野寺、近藤、藤原、安田、山口  

予てより子どもたちと交流がしたいとメンバーの声があり、ようやく放課後の児童館を訪問すること

ができました。ホールで運動したり、トランプをしたり、おしゃべりをしたりと高校生が遊び相手をす

ると、子どもたちは嬉しそうにいつもよりもテンションが高めで笑顔が溢れていました。また、施設の

消毒や掃除などもお手伝いし、小学生のころにお世話になったメンバーは、「こんなに大変だったんだ

ー」と当時のことを思い出して指導員と話をしていました。子どもにとっても高校生にとっても刺激に

なるひと時となりました。 

※週に２回、児童館を訪問することとなっていましたが、新型コロナウイルス感染症が近隣で拡大した

ため、その後の訪問は中止となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

【集合写真集】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和３年度 高校生ボランティアサークルひまわり 

 

10 

 

【広報活動】 

１．つべつ生涯学習だより「みどりの清流」 

①みどりの清流 2021.9.30 第 353号        ②みどりの清流 2022.1.31 第 357号  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③みどりの清流 2022.2.28 第 358号  
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２．自主事業チラシ 

①メンバー募集                  ②クリスマス会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ②クリスマス会                   ③チャリティーバザー 
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④写真展つべつレンズ～一生のおもいで～     ⑤チャリティーバザー＆写真展ポスター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


